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時速6km/h以下のライフスタイルを創る -2-
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時速6km/h以下のライフスタイルを創る　－2－
















































時速 6km/h 以下のLOW SPEEDの効用を目的に、仮説テーマ 6 案を設定した。
　コンセプトスケッチ案を基に、1/1ペーパーモックアップモデルを制作し、それぞれの運転姿勢の違いに
ついて、人間工学的観点から分析を行った。
The following report is our 2005 academic year's research result of the special research program, "Creating
lifestyle within the speed of 6km/h".
We have established hypothetic themes based on the capability and potentiality of the low speed within 6km/
h, and arranged it into 6 different concepts.
Concept sketches were created, and 1/1 scale paper mockups were built.
By utilizing these models, we've analyzed each of the different seating positions from the human factor point
of view.
河岡　徳彦 Norihiko KAWAOKA
デザイン学部生産造形学科 Department of Industrial Design, Faculty of Design
迫　　秀樹 Hideki SAKO
デザイン学部生産造形学科 Department of Industrial Design, Faculty of Design
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画像 1．コンセプトA 画像 2．コンセプトB
画像 3．コンセプトC


























































































































































































































































































































































































































































写真 3．コンセプトC 写真 4．コンセプトD
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7．まとめと今後の展開
　コンセプト決定に関しては、マーケット競
合状況や市場性等を考慮してB 案を選択し
た。それは目的とする「新しいライフスタイ
ル」が創れる提案になる可能性があり、B案
が時代性のあるダイエット効果など（日頃使
わない筋力を鍛えること）で健康志向と人生
最後まで立位で歩ける状態を持続させるテー
マに最も近い効果があると考えた。
　今後モデル化へのアイデアスケッチ選択に
関しては、一般の人がよりわかりやすいCG
スケッチクリニックを実施する予定で進めて
いる。
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